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衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
死
刑
と
無
期
懲
役
の
格
差
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

明
治
十
三
年
に
制
定
さ
れ
た
刑
法
（
明
治
十
三
年
太
政
官
布
告
第
三
十
六
号
。
以
下
「
旧
刑
法
」
と
い
う
。
）
に
は
、
自

こ

由
刑
と
し
て
徒
刑
、
流
刑
、
重
懲
役
、
重
禁
錮
等
の
刑
種
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
所
定
の
作
業
を
行
わ
せ
る
徒
刑
に
は
無
期

の
も
の
が
あ
っ
た
。
明
治
四
十
年
に
制
定
さ
れ
た
現
行
の
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下
「
刑
法
」
と
い

う
。
）
第
九
条
に
お
い
て
、
自
由
刑
と
し
て
、
旧
刑
法
に
お
け
る
徒
刑
、
懲
役
及
び
重
禁
錮
を
合
わ
せ
た
も
の
と
し
て
、
懲

役
が
新
た
に
定
め
ら
れ
、
第
十
二
条
に
お
い
て
、
そ
の
期
限
と
し
て
無
期
と
有
期
と
が
定
め
ら
れ
た
。

明
治
十
三
年
以
前
の
我
が
国
の
状
況
及
び
外
国
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

昭
和
二
十
年
か
ら
平
成
十
一
年
ま
で
の
間
に
無
期
懲
役
が
確
定
し
た
受
刑
者
の
数
は
、
三
千
三
百
七
十
一
人
で
あ
る
。

仮
出
獄
と
な
っ
た
無
期
懲
役
受
刑
者
に
つ
い
て
、
各
年
ご
と
に
、
当
該
年
に
仮
出
獄
し
た
者
の
仮
出
獄
ま
で
の
平
均
服
役

期
間
を
調
査
し
得
る
範
囲
で
調
べ
た
結
果
は
、
別
表
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

一



戦
後
、
無
期
懲
役
が
確
定
し
た
後
、
個
別
恩
赦
に
よ
り
減
刑
さ
れ
た
者
（
仮
出
獄
中
の
者
を
除
く
。
）
は
八
十
六
人
で
あ

る
。
な
お
、
無
期
懲
役
が
確
定
し
た
後
、
昭
和
三
十
五
年
以
降
に
個
別
恩
赦
に
よ
り
減
刑
さ
れ
た
者
は
い
な
い
。

ま
た
、
戦
後
、
無
期
懲
役
が
確
定
し
た
後
、
政
令
恩
赦
に
よ
り
減
刑
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
資
料
が
な
い
た

め
、
総
数
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
最
後
に
政
令
恩
赦
に
よ
り
減
刑
が
行
わ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
の
日
本
国
と

の
平
和
条
約
（
昭
和
二
十
七
年
条
約
第
五
号
）
の
発
効
に
際
し
て
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

無
期
懲
役
受
刑
者
の
仮
出
獄
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
刑
法
第
二
十
八
条
及
び
少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八

し
ゆ
ん

号
）
第
五
十
八
条
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
改
悛
の
状
が
あ
る
と
き
は
、
十
年
（
少
年
の
と
き
無
期
懲
役
の
言
渡
し
を
受
け

た
者
に
つ
い
て
は
七
年
）
を
経
過
し
た
後
、
行
政
官
庁
が
仮
出
獄
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

仮
出
獄
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
者
予
防
更
生
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
二
号
）
第
十
二
条
、
第
十
六
条
、

第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
一
条
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
更
生
保
護
委
員
会
が
、
矯
正
施
設
の
長
の
申
請
に
基
づ
き
、
又

は
職
権
に
よ
り
、
委
員
を
指
名
し
て
審
理
を
行
わ
せ
た
上
、
合
議
体
に
よ
り
仮
出
獄
の
許
否
を
決
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。

二



一
の
（
�
）
に
つ
い
て

仮
出
獄
を
認
め
る
際
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
仮
釈
放
及
び
保
護
観
察
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
法
務
省
令
第
二

十
四
号
）
第
三
十
二
条
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
悔
悟
の
情
、
更
生
の
意
欲
、
再
犯
の
お
そ
れ
及
び
本
人
を
仮
出
獄
さ
せ
る
こ

と
に
つ
い
て
の
社
会
の
感
情
を
総
合
的
に
判
断
し
、
保
護
観
察
に
付
す
る
こ
と
が
本
人
の
改
善
更
生
の
た
め
に
相
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
仮
出
獄
を
許
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

無
期
懲
役
が
確
定
し
、
矯
正
施
設
に
お
い
て
服
役
し
て
い
る
者
の
数
は
、
平
成
十
二
年
八
月
一
日
現
在
、
九
百
四
人
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
者
の
収
容
施
設
名
、
性
別
及
び
同
日
現
在
に
お
け
る
服
役
期
間
は
、
別
表
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

仮
出
獄
を
許
さ
れ
た
無
期
懲
役
受
刑
者
の
う
ち
、
仮
出
獄
中
の
平
成
二
年
か
ら
平
成
十
一
年
ま
で
の
間
に
強
盗
殺
人
事
件

又
は
殺
人
事
件
を
起
こ
し
た
と
し
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
は
四
名
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
者
の
仮
出
獄
ま
で
の
服
役
期
間
、
判
決
結
果
、
検
察
官
上
訴
の
有
無
及
び
判
決
確
定
の
有
無
は
、
別
表
三
の
と

三



お
り
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
元
年
以
前
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
資
料
が
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

仮
出
獄
を
許
さ
れ
た
無
期
懲
役
受
刑
者
が
仮
出
獄
中
に
強
盗
殺
人
等
の
事
件
を
起
こ
す
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
無
期
懲
役
受
刑
者
の
仮
出
獄
の
許
否
に
つ
い
て
一
層
適
正
な
審
理
を
行
う
と
と
も
に
、
仮
出

獄
後
の
保
護
観
察
を
充
実
強
化
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

一
の
（
１０
）
に
つ
い
て

加
害
者
の
無
期
懲
役
が
確
定
し
た
事
件
の
被
害
者
等
の
感
情
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
及
び
平
成
十
年
に
、
い
ず
れ
も
法

務
総
合
研
究
所
が
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
八
年
の
調
査
に
お
い
て
は
、
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
に
基
づ
き
、
死
亡
被
害

者
が
発
生
し
た
事
件
の
う
ち
加
害
者
の
無
期
懲
役
が
確
定
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
遺
族
の
被
害
感
情
等
に
関
す
る
調
査
を

行
っ
た
。
平
成
十
年
の
調
査
に
お
い
て
は
、
保
護
観
察
所
を
通
じ
て
面
接
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
加
害
者
が
無
期
懲
役
を
含

む
長
期
の
刑
の
執
行
を
受
け
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
、
被
害
者
等
の
意
識
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

平
成
八
年
の
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
判
決
確
定
前
の
時
点
に
お
い
て
、
遺
族
の
う
ち
、
七
十
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
者

四



が
加
害
者
を
死
刑
に
処
す
る
こ
と
を
、
十
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
者
が
無
期
懲
役
に
処
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
述
べ
て
お

り
、
ま
た
、
八
十
四
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
者
が
加
害
者
の
社
会
復
帰
に
絶
対
に
反
対
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

平
成
十
年
の
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
事
件
後
平
均
十
九
年
余
り
を
経
過
し
た
時
点
に
お
い
て
も
、
加
害
者
が
無
期
懲
役

に
処
せ
ら
れ
た
事
件
の
被
害
者
等
の
う
ち
、
三
十
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
者
が
加
害
者
に
対
し
て
「
憎
い
」
と
の
感
情
を
持

ち
続
け
て
い
る
と
答
え
て
お
り
、
五
十
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
者
が
加
害
者
の
社
会
復
帰
に
絶
対
反
対
と
答
え
て
い
る
。

一
の
（
１１
）
に
つ
い
て

仮
出
獄
の
制
度
は
、
受
刑
者
に
将
来
の
希
望
を
与
え
て
そ
の
改
悛
を
促
す
こ
と
等
に
そ
の
趣
旨
が
あ
る
。
旧
刑
法
第
五
十

三
条
に
も
同
様
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
在
監
期
間
が
長
期
に
及
ぶ
場
合
の
弊
害
等
を
考
慮
し
、
仮
出
獄
が
可

能
と
な
る
ま
で
の
期
間
に
修
正
が
加
え
ら
れ
て
刑
法
第
二
十
八
条
が
成
立
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

一
の
（
１２
）
及
び
（
１３
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
方
法
を
含
め
、
死
刑
と
現
行
の
無
期
懲
役
と
の
中
間
的
な
刑
を
設
け
る
こ
と
等
に
つ
い
て
は
、
刑
事
政

策
的
な
意
義
、
仮
釈
放
の
運
用
、
受
刑
者
に
対
す
る
処
遇
等
に
関
し
て
種
々
の
問
題
点
が
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

五



な
お
、
現
に
仮
出
獄
し
た
無
期
懲
役
受
刑
者
は
、
仮
出
獄
が
許
さ
れ
る
ま
で
に
、
相
当
程
度
の
長
期
間
に
わ
た
り
服
役
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

仮
釈
放
を
認
め
な
い
終
身
刑
（
以
下
「
終
身
刑
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
死
刑
を
緩
慢
に
執
行
す
る
よ
う
な
も
の
で

あ
り
、
長
期
間
の
服
役
に
よ
り
受
刑
者
の
人
格
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
死
刑
よ
り
も
残
虐
で
あ
る
と
の
意
見

も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
終
身
刑
を
創
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

明
治
六
年
に
制
定
さ
れ
た
改
定
律
例
（
明
治
六
年
太
政
官
布
告
第
二
百
六
号
）
に
お
い
て
、
懲
役
終
身
の
刑
が
設
け
ら
れ

て
い
た
が
、
こ
の
刑
が
導
入
さ
れ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

改
定
律
例
が
制
定
さ
れ
る
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
、
一
部
の
州
及
び
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
一
部
の
州
、
オ
ラ
ン
ダ
、
中
華

人
民
共
和
国
等
に
お
い
て
、
終
身
刑
が
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
い
て

六



は
、
千
九
百
八
十
二
年
に
刑
法
が
改
正
さ
れ
る
ま
で
、
終
身
刑
が
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
に
お
い
て
は
、
千
九
百
八
十
四
年
の
立
法
に
よ
り
、
千
九
百
八
十
七
年
十
一
月
一
日
以
後
の
犯

罪
行
為
に
係
る
拘
禁
刑
に
つ
い
て
仮
釈
放
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
は
、
無
期
刑
に
つ
い
て
も
仮
釈
放
が

許
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
に
お
い
て
は
、
千
九
百
七
十
五
年
、
殺
人
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
た
死
刑
が
削

除
さ
れ
た
際
、
終
身
刑
が
設
け
ら
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
は
、
千
八
百
七
十
年
、
通
常
犯
罪
に
つ
い
て
死
刑
が
廃
止
さ
れ
た
際
、
終
身
刑
が
導
入
さ
れ
た
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。

中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
て
は
、
凶
悪
犯
罪
が
増
加
す
る
な
ど
治
安
の
悪
化
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

刑
罰
を
強
化
す
る
な
ど
の
た
め
、
千
九
百
九
十
七
年
、
終
身
刑
が
創
設
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

終
身
刑
が
導
入
さ
れ
て
い
る
国
の
刑
務
所
に
お
い
て
は
、
逃
走
や
刑
務
所
内
で
の
暴
行
事
件
を
防
止
す
る
た
め
の
十
分
な

構
造
と
警
備
力
を
有
す
る
重
警
備
の
施
設
に
収
容
し
た
上
で
、
終
身
刑
受
刑
者
に
対
し
、
外
出
及
び
外
泊
を
認
め
な
い
等
の

七



厳
格
な
措
置
を
執
り
つ
つ
、
社
会
復
帰
を
目
的
と
し
て
で
は
な
く
、
無
為
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
少
な
く
す
る
な
ど
の
た

め
に
作
業
、
教
育
等
の
機
会
を
与
え
て
い
る
例
が
多
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

我
が
国
及
び
外
国
に
お
い
て
死
刑
が
開
始
さ
れ
た
時
期
、
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

な
お
、
死
刑
制
度
な
ど
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
年
八
月
二
十
一
日
内
閣
衆
質
一
四
二
第
六
四
号
。
以

下
「
先
の
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
一
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
文
献
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
に
お
い
て

ち

じ
よ
う

ず

は
、
八
世
紀
に
成
立
し
た
律
令
制
の
下
に
お
い
て
、
制
度
と
し
て
笞
、
杖
、
徒
、
流
、
死
の
刑
罰
が
整
備
さ
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

三
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

聖
武
天
皇
の
施
策
と
し
て
死
刑
が
廃
止
さ
れ
た
と
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

先
の
答
弁
書
一
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
歴
史
に
か
か
わ
る
文
献
を
含
め
て
、
我
が
国
の
刑

罰
等
に
関
す
る
文
献
に
つ
い
て
可
能
な
範
囲
で
調
査
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

八



お
尋
ね
の
「
神
の
国
」
が
い
か
な
る
も
の
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
仮
に
、
お
尋
ね
が
平
成
十
二
年
五
月
十
五
日

の
神
道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会
に
お
け
る
森
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
に
係
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
趣
旨
等
に
つ

い
て
は
、
森
内
閣
総
理
大
臣
の
い
わ
ゆ
る
「
神
の
国
」
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
二
年
五
月
十
八
日

内
閣
衆
質
一
四
七
第
二
九
号
）
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
死
刑
を
含
む
刑
罰
制
度
の
改
正
は
、
国
会
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
法
律
に
よ
っ
て
の
み
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

死
刑
執
行
に
当
た
っ
た
職
員
か
ら
、
折
に
触
れ
て
そ
の
心
情
等
が
述
べ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
十
分
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
心
情
等
を
自
ら
述
べ
て
い
な
い
職
員
か
ら
あ
え
て
組
織
的
に
こ
れ
を
聴
取
す
る
必
要
性
が

あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

調
査
し
た
限
り
で
は
、
法
務
大
臣
又
は
法
務
総
括
政
務
次
官
が
自
ら
記
録
を
精
査
し
た
例
は
な
い
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

九



事
案
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
一
概
に
は
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

三
の
（
１０
）
に
つ
い
て

現
時
点
で
は
、
死
刑
執
行
に
当
た
る
職
員
か
ら
、
そ
の
心
情
等
を
聴
取
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

三
の
（
１１
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
文
書
は
、
い
わ
ゆ
る
免
田
事
件
、
財
田
川
事
件
及
び
松
山
事
件
の
三
事
件
に
つ
い
て
、
最
高
検
察
庁
に
設
け
ら

れ
た
再
審
無
罪
事
件
検
討
委
員
会
が
検
討
を
行
っ
た
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
法
務
大

臣
及
び
法
務
総
括
政
務
次
官
に
お
い
て
も
、
そ
の
内
容
は
承
知
し
て
い
る
。

三
の
（
１２
）
に
つ
い
て

死
刑
の
必
要
性
、
情
報
公
開
な
ど
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
年
三
月
二
十
四
日
内
閣
衆
質
一
四
二
第

一
〇
号
）
六
の
（
�
）
に
つ
い
て
等
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
既
に
死
刑
を
執
行
し
た
者
の
中
に
は
誤
判
に
よ
る
無
実
の
者

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
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